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ブラジル ２０２４/２５年度のオレンジ収穫量は３７年間で２番目に少ない 
ＦｒｅｓｈＰｌａｚａ ２０２５年４月１１日 

２０２５年４月１０日に柑橘類栽培保護財団（Ｆｕｎｄｅｃｉｔｒｕｓ）が発表した最新の情報によると、サンパウロ州とミ

ナスジェライス州西南西部（トリアングロミネイロ地域）の柑橘類地帯における２０２４-２５年度のオレンジの収穫

は合計２億３,０８７万箱（４０.８ｋｇ/箱）で終了した。この最終的な数字は、２０２４年５月に発表された当初予測

の２億３,２３８万箱より０.６５％少なく、前年度の合計３億７２２万箱と比較して２４.８５％の減少となる。 

品種別の出荷量は、ハムリン、ウェスティン、ルビーが合計３,７６３万箱、バレンシアアメリカーナ、セレタ、パ

イナップル、アルボラーダが合計１,５６０万箱、ペラリオが７,４７０万箱、バレンシアとバレンシアフォーリャムル

チャが７,５９９万箱、ナタールが２,６９５万箱であった。約１,４９４万箱がトリアングロミネイロ地域で収穫された。 

好ましくない天候条件が収穫量減少の主な要因であった。長期にわたる干ばつと高温のほか、遅いものの

旺盛であった４回目の開花が影響した。 

２０２４年５月から８月までの降水量は予想水準を３１％下回り、この期間の最高気温の平均は過去（１９９１～

２０２０年）の平均を３～４℃上回った。 

２０２４年５月から２０２５年３月までの柑橘類地帯の降水量は１,０５０ｍｍで、過去の平均である１,３０５ｍｍを 

２０％下回った。ボトゥポランガ地域を除くほとんどの地域で、降雨量が平均を下回った。顕著な降水量不足

は、ベベドゥーロ（７４９ｍｍ、-４１％）、マタン（８０５ｍｍ、-３９％）、サンジョゼドリオプレト（９１８ｍｍ、-２６％）の

各地域で記録された。 

天候の問題にもかかわらず、４回目の開花は損失を軽減するのに役立った。この遅咲きの開花による果実

は、２０２４年後半の雨の恩恵を受けた。 

果実の平均重量は最終的に１５９グラムで、当初予測の１６９グラムを下回り、１０年平均の１６３グラムよりも軽

かった。最終的に１箱当たりの平均果実数は２５６玉であった。比較のために挙げると、ハムリン、ウェスティン、

ルビーは１箱当たり平均２８３玉、その他の早生品種は２５７玉、ペラリオは２５３玉、バレンシアとフォーリャムル

チャは２４７玉、ナタールは２５２玉であった。 

累積落果率は１７.８％で、５年間で最も低かった。品種別ではハムリン、ウェスティン、ルビーが１０.６％、他

の早生品種が１３.９％。ペラリオが１６.５％、バレンシアとフォーリャムルチャが２１.６％、ナタールが２２.６％で

あった。地域別落果率が最も高かったのは中部地域で２０.５％、最も低かったのは北西部で１３.４％であった。 

未熟果の落下による総生産量の損失は５千万箱と推定される。カンキツグリーニング病が主な原因であり、

総落果率１７.８％のうちの９.０５％、つまり２,５００万箱に相当した。その他の要因としては、ミバエ等の害虫が

４.１１％（１,２００万箱）、自然及び物理的な落果が３.０１％（８００万箱）、カンキツ黒星病が１.１１％（３００万箱）

であった。残りの２００万箱の損失要因は、果皮のひび割れ、カンキツかいよう病、その他の病害等であった。 
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